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高
江

　
原
発
震
災
の
前
の
年
だ
か
ら
三
年
前

の
二
〇
一
〇
年
九
月
、
沖
縄
の
高
江
を

訪
れ
た
時
の
こ
と
は
よ
く
憶
え
て
い

る
。
腰
か
ら
足
裏
ま
で
右
下
肢
の
神
経

が
猛
烈
に
痛
か
っ
た
か
ら
だ
。
椎
間
板

ヘ
ル
ニ
ア
で
あ
る
。
一
カ
月
ほ
ど
前
に

film
「
標
的
の
村
」

（
制
作
・
著
作
：
琉
球
朝
日
放
送
、
二
〇
一
三
年
）

平
井
玄
（
地
下
大
学
）　

い
と
い
う
本
当
に
「
お
荷
物
」
に
な
っ

て
向
か
っ
た
の
が
、「
ヘ
リ
パ
ッ
ド
阻

止
」
の
幟の
ぼ
り

（
が
は
た
め
く
国
道
脇
の
テ

ン
ト
だ
っ
た
。
以
前
に
島
唄
の
調
査
な

ど
で
コ
ザ
や
那
覇
に
来
た
が
、
三
度
目

で
初
め
て
の
ヤ
ン
バ
ル
で
あ
る
。

　
暑
い
、
痛
い
、
肝
炎
で
だ
る
い
、
と

い
う
三
重
苦
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
場
所

で
起
き
て
い
る
こ
と
を
見
な
き
ゃ
話
に

な
ら
な
い
、
と
い
う
餓
え
み
た
い
な
熱

に
押
さ
れ
て
い
た
。い
く
ら
新
宿
の「
半

径
一
キ
ロ
」
主
義
者
で
も
、
東
京
で
暮

ら
す
こ
と
は
二
四
時
間
三
六
五
日
ド
ー

ピ
ン
グ
状
態
で
生
き
る
よ
う
な
も
の
。

そ
の
透
明
な
保
護
ド
ー
ム
の
向
こ
う
で

起
き
る
こ
と
を
知
ら
な
き
ゃ
、
た
だ
の

目
隠
し
さ
れ
た
「
フ
リ
ー
タ
ー
奴
隷
」

で
あ
る
。
一
年
後
の
福
島
で
痛
い
ほ
ど

感
じ
た
「
死
角
」
へ
の
渇
望
は
す
で
に

あ
っ
た
。

　
炎
天
下
、
沖
縄
タ
イ
ム
ズ
を
読
み
な

が
ら
、と
に
か
く
テ
ン
ト
の
影
で
座
る
。

行
き
交
う
米
軍
車
輛
や
建
設
業
者
の
バ

ン
に
、
村
人
の
説
明
を
聞
き
、
こ
そ
こ

そ
と
建
設
資
材
が
運
ば
れ
る
森
の
中
を

及
び
腰
で
覗
き
見
る
。
道
沿
い
の
小
さ

な
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
に
住
ん
で
監
視

突
発
し
た
激
痛
に
「
無
理
！
」
と
叫
ん

だ
が
、
友
人
た
ち
の
待
つ
南
へ
の
思
い

が
江
戸
人
的
出
不
精
の
尻
を
蹴
飛
ば
し

た
の
で
あ
る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
呼
ん
で
く
れ
た
琉

球
大
学
の
阿
部
小
凉
さ
ん
が
運
転
す
る

車
に
放
り
込
ま
れ
た
荷
物
、
降
り
て
も

満
足
に
立
て
ず
路
上
に
転
が
る
し
か
な

を
続
け
る
釜
ヶ
崎
か
ら
来
た
オ
ジ
さ
ん

と
寄
せ
場
の
話
を
す
る
。
で
き
る
の
は

そ
ん
な
こ
と
。
腹
が
減
っ
た
情
け
な
い

ニ
ワ
カ
支
援
者
が
連
れ
て
行
か
れ
た
の

が
、
ヤ
ン
バ
ル
の
深
い
渓
谷
に
沿
う
森

の
カ
フ
ェ
で
あ
る
。

　
ほ
と
ん
ど
垂
直
に
近
い
崖
の
底
を
清

水
が
走
り
、
途
中
に
引
っ
か
か
る
よ
う

に
木
で
組
ま
れ
た
テ
ラ
ス
が
設
え
ら
れ

て
い
る
。
湿
気
と
森
の
イ
オ
ン
を
浴
び

な
が
ら
、
ラ
ン
チ
に
な
る
。
濃
い
緑
と

清
流
を
見
下
ろ
す
と
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
」
誌
ば
り
の
亜
熱

帯
の
天
然
だ
が
、
違
う
の
は
カ
フ
ェ
を

営
む
の
が
ヘ
リ
パ
ッ
ド
設
置
を
認
め
な

い
一
家
で
あ
る
こ
と
。
米
誌
が
け
っ
し

て
写
さ
な
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
そ
こ
に

あ
っ
た
。

　
飲
み
物
を
運
ん
で
く
れ
た
の
は
、
こ

の
映
画
に
出
て
く
る
「
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｐ
Ｐ
裁

判
」
の
「
被
告
」
に
さ
れ
た
女
の
子
で

あ
る
。
中
野
ポ
レ
ポ
レ
座
で
映
画
を
観

た
私
の
娘
は
、
座
り
込
み
の
場
に
い
な

か
っ
た
当
時
七
歳
の
彼
女
が
「
通
行
妨

害
」
で
告
訴
さ
れ
た
こ
と
に
、
言
葉
を

失
っ
て
し
ま
う

　
女
の
子
は
一
二
歳
に
な
っ
た
。
そ
の
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：

「
小
林
喜
巳
子
の
版
画
」

―
「
彫
刻
刀
で
刻
む
社
会
と
暮
ら
し
」
展
か
ら

北
原
恵

六
月
、
小
林
喜
巳
子
と
い
う
版
画

家
の
作
品
を
見
た
。

町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
で
開

催
し
て
い
た
「
彫
刻
刀
で
刻
む
社
会

と
暮
ら
し
―
―
戦
後
版
画
運
動
の
広

が
り
」
の
こ
と
は
、
Ｆ
Ｂ
で
友
人
が

取
り
上
げ
た
り
、
企
画
し
た
町
村
悠

香
学
芸
員
に
よ
る
ネ
ッ
ト
上
の
紹
介

が
評
判
を
呼
ん
で
お
り
、
ど
う
し
て

も
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
﹇
１
﹈。

版
画
運
動
に
つ
い
て
は
、
昨
年
福

岡
ア
ジ
ア
美
術
館
の
黒
田
雷
児
学
芸

課
長
が
企
画
し
て
、
話
題
と
な
っ
た

「
闇
に
刻
む
光
―
―
ア
ジ
ア
の
木
版

画
運
動 1930s-2010s

」
展
が
、
開

催
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
長
年
に

わ
た
る
詳
細
な
調
査
に
よ
っ
て
収
集

し
た
膨
大
な
資
料
と
作
品
群
が
、
日

本
だ
け
で
な
く
、
東
ア
ジ
ア
を
射
程

に
入
れ
、
国
家
を
超
え
た
地
域
の
広

が
り
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
様
を
見
せ

て
く
れ
て
、
実
に
圧
巻
だ
っ
た
。
そ

れ
に
比
べ
る
と
、
今
回
の
町
田
の
展

覧
会
は
、「
ミ
ニ
企
画
」
と
銘
打
っ
て

い
る
よ
う
に
、
一
部
屋
だ
け
の
小
さ
な

展
覧
会
だ
っ
た
が
、
作
品
の
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
素
晴
ら
し
く
、
私
は
ひ
ど

く
心
を
動
か
さ
れ
た
。

全
五
〇
点
が
公
開
さ
れ
た
新
居

広
治
の
『
水
兵
物

語
』（
一
九
五
二
年

頃
）
に
魅
入
り
、
在
日

一
世
の
画
家
、
呉オ
ク

炳ビ
ョ
ン

学ハ
ク

の
《
不
戦
！
ア
ジ

ア
》（
一
九
五
二
年
頃
）

や
「
故
郷
の
人
々
」、

朴パ
ク

史サ

林リ
ム

の 

「
粛
清
」

（
一
九
五
〇
年
代
）
の

前
で
釘
付
け
に
な
り
な

が
ら
、
よ
う
や
く
、
目

当
て
の
小
林
喜
巳
子
の

作
品
、《
私
た
ち
の
先

図版 1：「彫刻刀で刻む社会と暮らし」展ポスター、
町田市立国際版画美術館

生
を
返
し
て
―
―
実
践
女
子
学
園
の

斗
い
》（
一
九
六
四
年
）
に
た
ど
り

着
い
た
（
図
版
2
）。

⑴
実
践
女
子
学
園
の
戦
い

縦
五
三
セ
ン
チ
×
横
一
〇
〇
セ
ン

チ
の
横
長
の
作
品
に
は
、
三
人
の
男

性
教
員
を
囲
ん
で
集
ま
っ
た
、
大
勢

の
実
践
女
子
学
園
の
女
子
高
校
生
た

ち
が
画
面
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ
て
い

て
、
圧
倒
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
放
っ

て
い
る
。
画
面
上
方
は
一
人
一
人
の

顔
も
見
え
、
教
員
の
そ
ば
に
は
ス
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ピ
ー
カ
ー
を
持
つ
生
徒
や
マ
イ
ク
を

持
っ
て
話
を
し
て
い
る
女
子
高
校
生

の
姿
も
見
え
る
。
こ
れ
は
、
解
雇
さ

れ
た
自
分
た
ち
の
三
人
の
教
諭
を
支

持
す
る
高
校
生
た
ち
が
開
い
た
集
会

の
様
子
で
あ
る
。
緊
迫
し
た
集
会

だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
画
面
か
ら
は
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
揶
揄
さ
れ
た
と
い

発
に
な
り
、
実
践
女
子
学
園
で
も
、

一
九
六
〇
年
七
月
に
組
合
が
結
成
さ

れ
、
待
遇
改
善
や
教
育
条
件
改
善
の

要
求
な
ど
を
行
っ
て
、
組
合
員
数
を

増
や
し
つ
つ
あ
っ
た
。
経
営
側
の
弾

圧
も
激
し
さ
を
増
す
な
か
、
実
践
女

子
学
園
の
三
教
諭
の
不
当
解
雇
撤
回

闘
争
は
、
最
も
注
目
を
集
め
た
と
い

う
。当

時
の
新
聞
記
事
や
関
係
者
の
回

想
録
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
二
年
に
起

こ
っ
た
実
践
女
子
学
園
の
闘
争
は
以

下
の
よ
う
な
経
緯
だ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
﹇
２
﹈。

一
九
六
二
年
五
月
、
実
践
女
子
学

園
教
職
員
組
会
委
員
長
の
林
文
雄
が

解
雇
。（
林
文
雄
は
、
敗
戦
直
後
土

方
定
一
ら
と
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
論
争

を
展
開
し
た
著
名
な
美
術
批
評
家
で

あ
り
、
小
林
の
夫
だ
っ
た
。）
林
の

解
雇
に
対
し
て
、「
林
先
生
を
守
る

会
」が
結
成
さ
れ
る
。
七
月
二
一
日
、

小
尾
茂
書
記
長
と
長
島
剛
一
組
合
員

を
、
団
体
交
渉
で
の
傷
害
事
件
を

デ
ッ
チ
上
げ
逮
捕
。七
月
二
二
日（
逮

捕
の
翌
日
）、
日
曜
日
だ
っ
た
に
も

上・図版２：小林喜巳子 ≪私た
ちの先生を返して――実践女子学
園の斗い≫ 1964 年 木版　個人
蔵
左・図版 3：≪私たちの先生を返
して≫ 部分

う
女
子
高
校
生
た
ち
に
対

す
る
深
い
共
感
と
尊
重
の

念
、
そ
し
て
個
性
が
、
全

員
同
じ
セ
ー
ラ
ー
服
の
高

校
生
た
ち
の
、
特
に
後
ろ

姿
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
の

で
あ
る
。

い
っ
た
い
、
ど
ん
な
集

会
だ
っ
た
の
か
？　

一
九
六
〇
年
に
入
る

と
、
敗
戦
直
後
の
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
世
代
（
の
ち
の
団

塊
世
代
）
が
進
学
し
て
高

校
生
の
数
が
急
増
し
、
教

育
の
現
場
は
労
働
条
件
も

教
育
環
境
も
一
気
に
劣
悪

化
し
た
。
そ
の
た
め
労
働

組
合
結
成
の
動
き
が
活
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関
わ
ら
ず
、
生
徒
た
ち
は
緊
急
に
連

絡
を
取
り
合
っ
て
次
々
と
登
校
し
、

一
三
〇
〇
名
の
生
徒
に
よ
る
抗
議
集

会
を
校
庭
で
開
催
し
て
、「
解
雇
撤

回
」
と
「
即
時
釈
放
」
を
決
議
し
た
。

七
月
三
〇
日
、
二
教
諭
の
釈
放
。

学
園
は
学
校
を
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
。

八
月
十
五
日
、
小
尾
・
長
島
二
教
諭

を
解
雇
し
、
他
の
六
組
合
員
（
教

諭
）
を
減
給
処
分
。
九
月
一
日
か
ら

三
教
諭
は
登
壇
闘
争
を
開
始
。
始
業

式
の
日
、
解
雇
さ
れ
た
三
教
諭
が
校

内
に
立
ち
入
り
、
も
み
合
い
に
な
る

と
、「
こ
の
騒
ぎ
を
み
て
い
た
生
徒

約
二
十
人
が
中
に
割
っ
て
入
り
、
三

教
諭
を
校
内
に
入
れ
た
。
三
教
諭
を

支
持
す
る
生
徒
約
三
百
人（
高
校
生
）

は
校
庭
に
集
ま
り
、
臨
時
集
会
を
開

き
「
生
徒
総
会
の
開
催
」「
三
教
諭

の
解
雇
取
消
し
」
を
決
め
た
」
と
い

う
﹇
３
﹈。
数
百
名
の
生
徒
が
校
門
に

集
ま
っ
て
ピ
ケ
を
は
る
暴
力
団
を
押

し
の
け
て
、
三
教
諭
を
守
り
教
室
ま

で
送
り
届
け
る
登
壇
闘
争
が
連
日
続

く
。同

年
、
九
月
五
日
、
学
園
側
は
、

東
京
地
裁
に
三
教
諭
の
校
内
立
ち
入

り
禁
止
の
仮
処
分
を
申
請
。
対
し

て
、
三
教
諭
は
地
位
保
全
の
訴
え
。

一
九
六
四
年
四
月
十
六
日
、
地
位
保

全
の
仮
処
分
申
請
に
対
し
、
東
京
地

裁
は
、
二
教
諭
の
解
雇
は
無
効
、
学

園
の
秩
序
を
乱
し
た
委
員
長
処
分
は

正
当
と
の
判
決
を
下
し
た
。

で
は
、
小
林
喜
巳
子
の
版
画
《
私

た
ち
の
先
生
を
返
し
て
―
―
実
践
女

子
学
園
の
斗
い
》
は
、
い
つ
の
場
面

な
の
だ
ろ
う
か
？

実
は
、
始
業
式
の
様
子
を
伝
え
る

『
読
売
新
聞
』
に
は
、
版
画
の
図
像

と
そ
っ
く
り
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
﹇
４
﹈。
一
番
手
前
の
列
の
女

子
高
校
生
の
ひ
と
り
は
、
手
を
後
ろ

で
組
ん
で
い
る
が
、
版
画
も
同
様
で

あ
り
、
小
林
の
版
画
が
、
こ
の
写
真

を
元
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
。
記
事
に
は
、「
…
学

園
騒
動
は
発
端
か
ら
す
で
に
五
か
月

近
い
が
、
い
ぜ
ん
と
し
て
解
決
の
き

ざ
し
は
な
い
。
学
校
、
組
合
、
父
兄

と
も「
生
徒
を
巻
き
込
み
た
く
な
い
」

と
叫
び
な
が
ら
、
生
徒
の
な
か
に
も

組
合
側
と
学
校
側
と
い
う
深
い
ミ
ゾ

を
作
っ
て
し
ま
っ
た
…
」
と
あ
り
、

写
真
入
り
で
大
き
く
扱
わ
れ
た
。

た
だ
し
、関
係
者
の
な
か
に
は
、「
こ

の
版
画
は
、一
九
六
二
年
の
夏
休
み
中
、

実
践
女
子
学
園
の
教
員
の
「
不
当
解

雇
撤
回
」と「
不
当
逮
捕
の
即
時
釈
放
」

な
ど
の
決
議
を
し
た
一
三
〇
〇
人
の
生

徒
集
会
を
も
と
に
制
作
さ
れ
た
も
の
」

﹇
５
﹈
だ
と
す
る
証
言
も
あ
り
、
記
憶

の
な
か
で
は
七
月
二
二
日
の
集
会
が

大
き
な
画
期
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵
市
井
の
人
々
を
彫
り
続
け
た
小
林

喜
巳
子

で
は
、
こ
の
版
画
作
品
を
制
作
し

た
小
林
喜
巳
子
と
は
、
ど
ん
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
な
の
だ
ろ
う
か
？

展
覧
会
で
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に

よ
れ
ば
、
一
九
二
九
年
、
東
京
市

（
現
・
東
京
都
）
世
田
谷
に
生
ま
れ
、

「
一
九
四
六
年
、
東
京
美
術
学
校
油

画
科
予
科
に
初
の
女
子
学
生
の
一
人

と
し
て
入
学
、一
九
五
一
年
に
卒
業
」

し
た
と
あ
る
。
卒
業
後
一
九
五
二

年
か
ら
平
和
美
術
展
と
日
本
ア
ン

デ
パ
ン
ダ
ン
展
に
毎
年
出
品
し
、

一
九
五
四
年
か
ら
日
本
版
画
運
動
協

会
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本

美
術
会
会
員
で
あ
り
、
美
術
家
平
和

会
議
で
は
代
表
委
員
を
務
め
た
。

小
林
喜
巳
子
が
東
京
美
術
学
校

（
現
・
東
京
芸
術
大
学
）
に
入
学
し

た
初
め
て
の
女
子
学
生
の
一
人
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
も
、大
変
気
に
な
る
。

東
京
芸
大
の
Ｈ
Ｐ
に
よ
れ
ば
、
敗
戦

翌
年
に
門
戸
が
開
か
れ
た
一
九
四
六

年
の
入
試
で
は
、
志
願
者
は
六
八
九

名
中
、
女
性
は
百
名
を
越
え
、
合
格

者
は
一
八
五
名
中
、
三
七
名
だ
っ
た

と
い
う
。
そ
の
な
か
の
一
人
が
小
林

喜
巳
子
だ
っ
た
。

大
学
で
油
画
を
専
攻
し
た
小
林

は
、
そ
の
後
木
版
画
に
惹
か
れ
、
上

野
誠
に
も
助
言
を
受
け
な
が
ら
独
学

で
学
ん
だ
。「
彫
刻
刀
で
刻
む
社
会

と
暮
ら
し
」
展
に
は
、
小
林
の
初
期

の
版
画
作
品
、《
一
日
本
人
の
生
命
》

（
一
九
五
四
年
）
も
展
示
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
水
爆
実

験
で
被
爆
し
た
第
五
福
竜
丸
の
乗
組
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員
、
久
保
山
愛
吉
の
臨
終
の
場
面
で

あ
る
。
町
村
学
芸
員
が
解
説
し
て
い

る
よ
う
に
、《
一
日
本
人
の
生
命
》は
、

ケ
ー
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
リ
ー
プ

ク
ネ
ヒ
ト
の
死
を
悼
ん
で
描
い
た
版

画
か
ら
も
示
唆
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
平
和
を
守
る
美
術
運

動
を
続
け
な
が
ら
、
小
林
は
市
井
の

人
々
の
生
活
の
場
面
を
描
き
続
け

た
。
彼
女
の
初
め
て
の
画
集
『
現
代

浮
世
絵
：「
団
地
の
四
季
」
小
林
喜

巳
子
版
画
集
』
に
は
、
一
九
七
〇
年

代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
団
地

の
風
景
画
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
母

親
た
ち
が
子
ど
も
を
保
育
所
に
送
る

途
中
の
朝
の
何
気
な
い
挨
拶
や
、
団

地
で
開
か
れ
た
「
市
」
や
祭
り
の
様

子
。
原
画
を
描
き
、
十
数
版
に
色
分

七
面
。

﹇
４
﹈「
長
び
く
実
践
女
子
学
園
騒
動

―
―
つ
い
に
転
校
生
が
出
る
、
中

立
父
兄
の
収
拾
に
望
み
」『
読
売

新
聞
』
一
九
六
二
年
九
月
二
四
日

（
都
民
版
）。
Ｊ
大
学
の
Ｋ
先
生
か

ら
こ
の
写
真
に
つ
い
て
ご
教
示
い

た
だ
い
た
。

﹇
５
﹈
長
嶋
剛
一
「
つ
れ
づ
れ
：
美

術
館
案
内
、
蘇
る
六
二
年
闘
争

―
「
戦
後
版
画
運
動
」
の
中
で

も
」『
東
京
私
学
退
職
教
通
信
』

№
一
二
九
、二
〇
一
九
年
五
月
八

日
号
、
東
京
私
学
退
職
教
職
員
の

会
。
七
月
二
二
日
の
集
会
は
、
ま

だ
二
教
諭
が
拘
留
中
だ
っ
た
が
、

小
林
喜
巳
子
の
版
画
に
は
、
三
人

の
教
員
が
描
か
れ
て
い
る
。
小
林

の
版
画
は
、
東
京
私
教
連
に
寄
贈

さ
れ
、
書
記
局
の
部
屋
に
飾
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。

【
き
た
は
ら
・
め
ぐ
み
：
戦
時
下
の

視
覚
文
化
と
社
会
に
つ
い
て
研
究

中
。
主
な
著
作
に
『
ア
ー
ト
・
ア
ク

テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
』『
攪
乱
分
子
＠
境

界
』（
と
も
に
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
）、

編
著
に
『
ア
ジ
ア
の
女
性
身
体
は
い

か
に
描
か
れ
た
か
』（
青
弓
社
）
な

ど
。】

―
実
践
女
子
学
園
の
斗
い
》
を
紹
介

し
た
「
彫
刻
刀
で
刻
む
社
会
と
暮
ら

し
」
展
は
、
今
後
の
版
画
研
究
の
広

が
り
を
も
予
感
さ
せ
る
も
の
だ
っ

た
。

﹇
１
﹈「
彫
刻
刀
で
刻
む
社
会
と
暮
ら

し
」
展
は
、
町
田
市
立
国
際
版
画

美
術
館
で
二
〇
一
九
年
四
月
十
日

か
ら
六
月
二
三
日
ま
で
開
催
。
町

村
悠
香
「
戦
後
版
画
運
動
の
地
下

水
脈　

女
性
、
山
村
を
め
ぐ
る

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
」『artscape

』

2019

年
5
月
15
日
号
、https://

artscap
e.jp

/rep
ort/

curator/10154641_1634.htm
l

　
町
村
悠
香
学
芸
員
か
ら
は
、
小

林
喜
巳
子
に
関
す
る
貴
重
な
情
報

や
資
料
を
ご
教
示
い
た
だ
き
、
感

謝
し
た
い
。

﹇
２
﹈
新
聞
報
道
の
ほ
か
、
実
践
女

子
学
園
の
解
雇
撤
回
闘
争
に
関

わ
っ
た
碓
田
の
ぼ
る
の
『
遥
か

な
る
信
濃
』（
か
も
が
わ
出
版
、

二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
し
た
。

﹇
３
﹈「
始
業
式
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
―
―

解
雇
教
員
の
登
校
で
混
乱
、
実

践
女
子
学
園
」『
毎
日
新
聞
』

一
九
六
二
年
九
月
一
日
夕
刊
、
第

図版４：小林喜巳子≪一日本人の生命≫ 1954 年、木版、町田市立
国際版画美術館蔵

解
し
て
彫
り
、

刷
る
手
間
ひ
ま

の
か
か
る
作
業

を
、
小
林
は
く

り
返
し
て
き

た
。ミ

ニ
企
画
な

が
ら
、
こ
れ
ま

で
木
版
画
運
動

史
の
な
か
で
、

ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
か
っ

た
女
性
美
術
家

の
小
林
喜
巳
子

を「
発
見
」し
、

《
私
た
ち
の
先

生
を
返
し
て
―
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